












The Creation of the Non-nationalist Government and
the Challenge to the Dayton-system
-Two significant outcomes




Two significant outcomes were brought about by the General Elections held in Bosnia and
Herzegovina in November 2000 : the creation of the first Non-nationalist Government since the
Dayton Peace Accord and the serious challenge to the Dayton-system by the Croat National-
ists who declared "Self Government", seceding from the Federation. Both of the outcomes
resulted from the international strategies to put pressure on the nationalist parties to remove
them from power.
This study attempts to examine the elections which yielded these results, and to clarify the
meaning of the "vital national interest" which was a key word for both cases. Emphasis is
placed on the future strategies of the international community.
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2) Bonn Peace Implementation Council Conference Conclusions, 10 December 1997.
3)民族主義政党によるボスニア社会の支配の実態については､ European Stability Initiative "Reshaping Interna-
tional Priorities in Bosnia and Herzegovina: Part Two Inetmational Power in Bosnia", 30 March 2000.に詳
しい｡





































































































































































































ll) OSCE Provisional Election Commision the 284th Meeting Decisions, ll October 2000.
12) "Interview with Robert Barry", ONASA News Agency, 29 November 2000.
13) Declaration on the rights and position of the Croats in BiH, Novi Travnik, 28 October 2000.
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22) the High Representative's letter to Haris Silajdzic on 20 December 2000.
23) the High Representative's Decision on establishing interim procedures to protect vital interest of Constituent
Peoples and others, ll January 2001.
24)ボスニアのための党声明(2001年1月11日)
25)クロアチア民主同盟BH声明(2001年1月13日)
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34) OHR Legal Opinion, 14 February 2001.
35)クロアチア民主同盟BH中央委員会声明(2001年2月14日)































37) the High Representative's letter to Ante Jelavic on 7 March 2001.
38) Editorial, Osb ijenje, 10 March 2001.
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ボスニアの民主化･経済復興よりも党利を優先させてきたことから､デイトン合意の履行を
支援する国際社会にとっては､これら民族主義政党の影響力を排除することが最優先課題と
なっていたのである｡
しかし､今回の非民族主義政党の組閣は､結果として拙速であることが明らかになった｡
中央及びボスニア連邦では､クロアチア人社会で圧倒的な支持を得たクロアチア民主同盟
BHが当初は立法府･行政府の立ち上げをボイコットし､この戦略が失敗に終わった後は､一
方的にデイトン体制からの離脱を通告する｡一方､スルブスカ共和国では､米国の強い要請
で､セルビア人民主党員の入閣が阻止され､形式上は｢無党派の専門家内閣｣が形成された
が､事実上は同党の強い影響下に置かれており､イヴァニッチ首相は国際社会の期待とセル
ビア人民主党からの圧力の間で厳しい政局運営を強いられている｡いずれの例でも､依然と
して有権者の支持を受け続けている民族主義政党に対する有効な対処を怠ったまま､形式的
な｢非民族主義｣に拘泥した結果である｡
これまで見てきたように､ボスニアでは依然として有権者の間で｢民族の利益｣が最優先
し､これに言及することが政党の戦略を正当化する｡民族主義政党が影響力を維持し続けて
いる根元的理由もここにあると言えるだろう｡
民族主義政党がこの｢民族の利益｣カードを濫用して支配体制を維持し続けるのを阻止す
るために､上級代表事務所を中心とする国際社会は｢民族の利益｣という暖味な概念を明確
化するとともに､両エンティティ-で3構成民族に平等の地位を保証する憲法裁判所裁定の
履行を急ぎ､民族意識を利用した選挙キャンペーンが出来ない状況を確立するのが肝要であ
ると思われる｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(了)
別表　2000年11月国政･地方選挙結果
(県議会選挙を除く)
1.スルブスカ共和国大統領(優先投票制･優先順位2位まで集計-最終)
スロボダン･ポポヴィッチ(ボスニア社会民主党)
ミルコ･シャロヴイツチ(セルビア人民主党)
ジヤド･ムイキッチ(市民民主党)
ミロラド･ドディック(独立社会民主党)
モムチロ･テピッチ(民主進歩党)
2.ボスニア代議院(下院:定数42)
(1)連邦側選出分(定数28)
ボスニア社会民主党
民主行動党
52,411票( 8.4%)
313,277票(50.2%)
42,833票( 6.9%)
161,619票(25.9%)
54,379票( 8.7%)
8議席
7議席
国際公共政策研究
クロアチア民主同盟BH
ボスニアのための党
新クロアチア人イニシアテイヴ
ボスニア民主年金者党
ボスニア愛国党
民主人民同盟
(2)スルブスカ共和国選出分(定数14)
セルビア人民主党
民主進歩党
独立社会民主党･民主社会党
スルブスカ共和国社会党
民主行動党
セルビア人民同盟
ボスニア社会民主党
ボスニアのための党
3.連邦代議院(下院:定数140)
民主行動党
ボスニア社会民主党
クロアチア民主同盟BH
ボスニアのための党
民主人民同盟
ボスニア連邦年金者党
新クロアチア人イニシアテイヴ
ボスニア党
ボスニア愛国党
クロアチア農民党
クロアチア･キリスト教民主同盟
独立社会民主党
共和党
自由民主党
ボスニア民主年金者党
クロアチア権利党
市民民主党
4.スルブスカ共和国国民議会(定数83)
セルビア人民主党
5議席
4議席
1議席
1議席
1議席
1議席
6議席
2議席
1講ft
l議席
1讃Iffi
l議席
1議席
1議席
38議席
37議席
25議席
21議席
3議席
2議席
2議席
2議席
2議席
¥mm
l議席
1議席
1議席
1議席
1議席
1議席
1議席
31議席
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独立社会民主党
民主進歩党
民主行動党
スルブスカ共和国社会党
民主社会党
ボスニア社会民主党
ボスニアのための党
スルプルカ共和国民主人民同盟
セルビア人民同盟
スルブスカ共和国民主党
新クロアチア人イニシアテイヴ
スルブスカ共和国年金者党
11議席
11議席
6議席
4議席
4議席
4議席
4議席
3議席
2議席
1議席
1議席
1議席
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